


２広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

▲

３
月
１
日
、本
庁
で
の
出
生
届
第
１
号
と

　

な
っ
た
、『
黒
木
す
み
れ
』
ち
ゃ
ん



３ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

　

平
成　

年
３
月
１
日
、
諫
早
市
・
多
良
見
町
・

１７

森
山
町
・
飯
盛
町
・
高
来
町
・
小
長
井
町
が
合

併
し
、
面
積
約
３
１
２�
、
人
口
約　

万
５
千

１４

人
の
新
た
な
「
諫
早
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

開
市
式
は
、
市
役
所
本
庁
前
で
旧
１
市
５
町

の
首
長
や
議
員
ら
が
出
席
。
松
原
英
郎
諫
早
市

長
職
務
執
行
者
に
よ
る
「
地
方
分
権
に
対
応
す

る
住
民
本
位
の
行
政
体
制
の
構
築
と
、
地
域
資

源
の
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
後
、
旧
市
町
の
首
長
ら
が
市
役

所
の
銘
板
を
除
幕
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す

玉
を
割
り
、
新
市
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
支
所
の
開
庁
式
で
は
、
支
所
長
ら

か
ら
「
私
た
ち
職
員
は
諫
早
市
と
し
て
の
一
体

感
を
意
識
し
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
つ
姿
勢

を
念
頭
に
職
務
に
励
み
、
今
ま
で
以
上
に
内
部

協
議
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
諫
早
市
職
員
と

し
て
精
進
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
訓

示
が
あ
り
、
開
庁
を
前
に
、
こ
れ
か
ら
の
諫
早

市
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
、
職
員

は
心
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
市
式
の
後
、
本
庁
で
は
、
旧
市
町

長
か
ら
松
原
市
長
職
務
執
行
者
に
事
務
引
き
継

ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



４広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

一
人
ひ
と
り
が
「
諫
早
市
民
」
と
し

て
の
一
体
感
を
持
て
る
よ
う
に
、
時

間
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
個

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

森山町　田中 利久さん

高来町　小川 静代さん

３
月
1
日
か
ら
新
市
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
わ
き
ま
せ
ん
が
、
今
ま

で
の
生
活
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
い

で
欲
し
い
で
す
ね
。
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
し
ま
す
。

それぞれの地域には美しく大

切な伝統が残っています。新

市のまちづくりには住民への

心配りが最重要だと思います。

船
越
町　

中
ノ
瀬 
弘
子
さ
ん

多
良
見
町　

中
山 
浩
明
さ
ん

合併後５年、１０年と経過した時に、ハード ･ソフトの両面で「諫早らしさ」があふれるまちづくりを期待します。

高
来
町　

牟
田 
初
美
さ
ん

行
政
に
は
地
域
密
着
型
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
時
代
と
と
も
に

効
率
化
を
図
る
こ
と
は
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

保育料など市民負
担はできる

だけ少ないと嬉し
いですね。

子どもたちの未来
を考えた行

政サービスをお願
いします。

小長井町　尾 
 菜穂さん

効率・簡素な行政サービ
スの発展や地域の格差を
なくし、情報・流通がす
べてに行き渡り市域全体
が活性化するといいです
ね。

飯盛町　林田 一志さん

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
森
山
ら
し
さ
・
地

域
ら
し
さ
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

森
山
町　

江
嶋 
美
代
子
さ
ん



５ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

諫
早
市
長
職
務
執
行
者

　

松
原
英
郎

　

平
成　

年
３
月
１
日
、
諫
早
市
、

１７

多
良
見
町
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、
高

来
町
、
小
長
井
町
の
１
市
５
町
が
合

併
し
、
新
し
い
諫
早
市
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
１
市
５
町
の
住
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
、国
、

県
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
市
は
人
口
が
約　

万
５
千
人
、
将
来
像
は
「
ひ
と
が
輝
く
創
造
都

１４

市
・
諫
早
」
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
し
て
輝
き
、
新
市
が

有
す
る
多
様
な
地
域
資
源
や
地
域
力
を
融
合
し
、
新
し
い
魅
力
や
活
力

を
生
み
出
す
創
造
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
市
を
構
成
す
る
旧
１
市
５
町
は
歴
史
的
・
地
理
的
に
も
非
常
に
密

接
な
関
係
の
あ
る
地
域
で
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
等
の
生
活
圏
、
経

済
圏
に
お
い
て
も
一
つ
で
あ
り
、
従
来
か
ら
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
も

盛
ん
で
あ
り
ま
す
。
新
市
に
お
い
て
は
、
１
市
５
町
が
培
っ
て
き
た
人

的
資
源
や
地
域
資
源
を
生
か
し
、
市
民
み
ん
な
で
「
合
併
し
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
市
の
市
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
微
力
な
が
ら
私
も
全
力
で

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

新
・
諫
早
市
の
発
展
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小長井町　矢竹 智雄さん

私
た
ち
高
齢
者
が
健
康
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

め
、
若
い
頃
か
ら
の
経
験
を
生
か
し

て
い
ろ
ん
な
社
会
活
動
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

多良見町　藤瀬 キチ子さん

教
育
・
福
祉
・
介
護
を
は
じ
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
地
域
間
格

差
や
不
平
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市

民
の
期
待
に
応
え
る
政
策
の
実
行

を
望
み
ま
す
。

宇都町　内田 真
司さん

何より大切なのは
、同

じ目的に向かって
頑張

ろう！という気持
ちを

みんなが持ち合う
こと、

これに尽きると思
いま

す。

農業と漁業が手を結び、安心・安全なものを食し、販売する人も消費する人もみんなで元気な市をつくっていきたいですね。

飯盛町　佐田 登喜子さん

県
央
に
輝
く
創
造
都
市
と
し
て
限
り
な
い
発
展
を

県
央
に
輝
く
創
造
都
市
と
し
て
限
り
な
い
発
展
を

ご
あ
い
さ
つ



６広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

主な仕事の内容部署

●庁舎の管理●消防、防災の総括●情報公開、個人情報の保護
●市長の資産公開など

総務課

総
務
部

●市長、助役の秘書●市政の広報、広聴●市報の発行
●報道機関との連絡調整など

秘書広報課

●行政組織、職員定数の総合調整●事務改善の総合企画、総括
●職員の職階、任免、給与、服務など

職員課

●情報化の推進●事務の電算処理、電算化
●ＯＡ機器の利用促進、ＯＡ化の実施など

情報システム課

●基本構想、市政総合振興計画の策定●広域行政、地方分権の
総合調査、企画●国際交流●公共施設等のバリアフリー、景観
デザインなど

企画調整課

企
画
振
興
部

●男女共同参画の企画、総合調整、推進
●男女共同参画推進センター

男女共同参画課

●支所との調整●地域振興計画●市民の自主的なまちづくり活
動の支援●各種統計調査●自治会●出張所（本庁所管）との調
整など

地域振興課

●予算の編成、決算●財政状況の公表
●その他財務に関する事務

財政課

財
務
部

●工事等の契約●市有財産の管理●物品の調達など契約管財課

●地籍調査地籍調査課

●市民税、県民税の賦課●軽自動車税の賦課など市民税課

●土地、家屋の調査、評価
●固定資産税、都市計画税の賦課など

資産税課

●市税、県民税の徴収●納税証明など納税課

●地域福祉計画の推進●健康福祉行政の総合企画、調整●民生
委員、児童委員に関する事務●原爆被爆者、戦傷病者、戦没者
遺族に関する事務など

福祉総務課

健
康
福
祉
部

●身体障害者、知的障害者、精神障害者の福祉に関する事務
●障害児に関する事務●心身障害者の福祉医療費に関する事務
●特別児童扶養手当に関する事務など

障害福祉課

●児童福祉、母子福祉、寡婦福祉に関する事務●児童手当、児
童扶養手当に関する事務●乳幼児、母子、寡婦の福祉医療費に
関する事務●市立保育所に関する事務など

児童福祉課

●健康増進事業の推進●母子保健事業●成人保健事業
●在宅介護支援センターなど

健康福祉
センター

●生活保護に関する事務●行旅病人等に関する事務保護課

●高齢者福祉に関する事務●介護保険に関する事務など高齢介護課

●国民健康保険に関する事務●国民年金に関する事務
●老人保健法に規定する医療等に関する事務

保険年金課



７ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

主な仕事の内容部署

●交通行政に関する総合企画、調整●消費者行政に関する総合
企画、調整●防犯●交通安全対策など

生活交通課

生
活
環
境
部

●消費生活に関する相談、啓発●市民の相談など市民相談室

●戸籍、住民登録、印鑑登録、外国人登録、証明●埋葬、火葬
の許可●住民異動に係る国民健康保険、国民年金、老人保健の
手続き●庁内の総合案内など

市民窓口課

●公害、電波障害、不法投棄の防止●地球温暖化防止対策●自
然保護、鳥獣保護●その他環境保全対策

環境保全課

●廃棄物の減量化、リサイクルの推進●一般廃棄物処理業等の
許可事務●一般廃棄物の収集、運搬、処分に関する事務など

廃棄物対策課

●農業振興地域整備計画●農業の振興、経営改善
●農産物の生産や流通の振興など

農業振興課

農
林
水
産
部

●諫早湾干拓事業の推進●干拓の里に関する事務干拓推進室

●ほ場、農道、かんがい排水施設等の農業生産基盤の整備●農
村地域の集落環境の整備●農地、農業用施設の防災保全、災害
復旧など

農村建設課

●治山対策●森林の整備●漁港の整備
●漁村地域の集落環境の整備など

林務水産課

●中小企業の育成●商業、サービス業の振興
●観光、物産の振興など

商政観光課商
工
部 ●工業の振興●企業の誘致●産業基盤の整備

●労働福祉、雇用対策など
産業労働課

●開発行為、都市計画の規制●市道、河川、都市下水路、海岸
等の管理●法定外公共物の管理

土木総務課

土
木
部

●事業用の土地取得●地価公示、地価調査
●土地取引に関する事務

用地対策課

●道路、橋りょうの新設、改良、維持、補修●都市計画道路の
新設、改良●交通安全施設の整備など

道路課

●河川、都市下水路、排水施設、治水施設の整備、維持補修
●海岸、港湾の保全●急傾斜地の崩壊防止対策●水資源に関す
る総合企画、調整など

河川課

●本明川ダムの建設の推進、伊木力ダムの建設の推進ダム推進室

●市営住宅の入居等に関する事務、市営住宅の建設など建築住宅課



８広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

主な仕事の内容部署

●都市計画法の規定による土地利用計画に関する事務●都市計
画の決定●土地区画整理事業の計画、実施●西部開発事業など

都市整備課

都
市
整
備
部

●諫早南部土地区画整理事業
●長崎刑務所跡地の取得、利用計画

南部まちづくり事
務所

●公園、緑地の整備、管理●緑化の推進など緑化公園課

●公共下水道の維持管理●農業集落排水処理施設、漁業集落排
水処理施設の維持管理●受益者負担金、受益者分担金に関する
事務●浄化槽設置の支援など

下水道管理課

●生活排水対策の計画●公共下水道の整備
●農業集落排水処理施設、漁業集落排水処理施設の整備など

下水道建設課

●中央浄化センターの維持管理中央浄化センター

●公金の出納、管理など会計課
収
入
役

●水道事業、工業用水道事業の基本計画の策定および調整●水
道料金、工業用水道料金等の収納金の調定および徴収●予算お
よび決算に関することなど

管理課

水
道
局

●水道施設、工業用水道施設の整備および維持管理●配水計画
●指定給水装置工事事業者の指導、監督など

施設課

●水質管理、保全●水道施設、工業用水道施設の操作および維
持管理●ダムの管理運営など

浄水管理センター

●教育委員会の運営●学校施設の建設計画、維持●市立小・中
学校の通学区域●育英事業など

教育総務課

教
育
委
員
会

●学校の管理運営に係わる指導、助言●園児、児童生徒の就学、
転入学および就学援助●教科書等の教材教具に関する事務など

学校教育課

●社会教育関係団体の活動の支援、人権・同和教育●青少年の
育成●諫早修習館の利用許可など

生涯学習課

●芸術文化活動の支援、奨励●子ども文化の育成
●文化財の調査、保護、活用など

文化課

●学校保健体育の推進●学校給食の推進●スポーツの振興
●体育施設の計画、管理

体育保健課

●議会費の予算、決算●本会議、委員会等●会議録、議会広報
の作成●議案、請願、陳情等の受理など

議会事務局

●有権者の資格調査●選挙人名簿の作成、整理
●選挙の執行など

選挙管理委員会

●財務事務、出納事務等の監査監査委員

●農地転用●農地の権利設定・移転●農業施策の推進
●農業者年金に関する事務など

農業委員会

●市職員の勤務条件に関する措置要求、不利益処分の不服審査公平委員会

●固定資産課税台帳の登録事項の不服審査固定資産評価審査委員会



９ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

◆多良見・森山・飯盛・高来・小長井の各支所の業務

主な仕事の内容部署

●所管区域の行政に関する総合企画、調整
●本庁との連絡調整など

総務課

●税務相談●市税の徴収など税務課

●障害者福祉、児童福祉、母子寡婦福祉、高齢者福祉に関する
事務●介護保険に関する事務

（多良見支所
　　　福祉介護課）

健
康
福
祉
課

●国民健康保険、国民年金に関する事務
●健康相談、保健指導、健康診査など

（多良見支所
　　　健康保険課）

●防犯、市民相談、戸籍、住民登録など市民生活に関する事務
●所管区域の環境の保全に関する事務など

住民環境課

●所管区域の農林水産、商工業に関する事務産業振興課

●所管区域の土木、都市整備に関する事務
●所管区域市営住宅の管理に関する事務

建設課

●所管区域の公共下水道など生活排水対策に関する事務下水道課
▲

森
山
支
所

▲

高
来
支
所

▲

小
長
井
支
所

▲

多
良
見
支
所

▲

飯
盛
支
所
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　諫早市長・諫早市議会議員選挙
　　　　　　　　　　の投票日です

４月１０日�

　新「諫早市」誕生に伴い、新しい市長および市議会議員の
選挙が実施されます。
　新市になって初めての、一番身近な選挙です。あなたの声
を市政に生かすため、もれなく投票しましょう。
　投票日は、４月１０日�、時間は午前７時から午後８時ま
で、投票所はこれまでと同じです（お届けする投票所入場券
［はがき］に記載しています）。
　なお、投票日に投票できない人は「期日前投票」をご利用
ください。
　選挙に関するおたずねは、市選挙管理委員会事務局までど
うぞ。

投
票
で
き
る
人

①
年
齢
要
件
／
昭
和　

年
４
月　

日
ま
で

６０

１１

に
生
ま
れ
た
人

②
住
所
要
件
／
平
成　

年
４
月
２
日
現

１７

在
、
旧
諫
早
市
・
旧
多
良
見
町
・
旧
森

山
町
・
旧
飯
盛
町
・
旧
高
来
町
・
旧
小

長
井
町
（
以
下
、「
旧
各
市
町
」）
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
同
年

１
月
２
日
ま
で
に
旧
各
市
町
に
転
入
届

を
し
た
人
で
、
引
き
続
き
投
票
日
当
日

も
居
住
し
て
い
る
人
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

今
回
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た

人
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
３
日�
（
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
）

場
所
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
新
別
館
１
階
）

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
は

大
切
に

　

入
場
券
は
投
票
用
紙
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
受
け
付
け
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

に
必
要
で
す
の
で
、
指
定
の
投
票
所
を
確

認
し
て
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
投
票
日
当
日
に
投
票

所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
は
４

月
３
日
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

市
内
移
転
の
人
は

　

３
月　

日
以
降
に
市
内
（
旧
各
市
町
）

２３

で
移
転
し
た
人
は
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
が
あ
る
人
の
た
め
の

郵
便
投
票

　

障
害
の
程
度
が
次
の
①
か
ら
③
に
該
当

す
る
人
は
、
自
宅
で
投
票
（
郵
便
投
票
）

が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

①
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害（
１

級
ま
た
は
２
級
）

②
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
（
ぼ
う

こ
う
）、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
（
１
級
ま

た
は
３
級
）

③
両
下
肢
な
ど
の
障
害
の
程
度
が
①
・
②

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
県
知
事
が
証
明

し
た
人

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

①
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
（
特
別
項
病
か

ら
第
２
項
病
ま
で
）

②
内
蔵
機
能
の
障
害
（
特
別
項
病
か
ら
第

３
項
病
ま
で
）

③
両
下
肢
な
ど
の
障
害
の
程
度
が
①
・
②

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
県
知
事
が
証
明

し
た
人

※
郵
便
投
票
の
請
求
は
４
月
６
日�
ま
で

で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
郵

便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
郵
便
等

投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
に
身
体
障
害
者

（
戦
傷
病
者
）手
帳
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
の
手
続
き
は
、
郵
送
や
代

理
の
人
で
も
で
き
ま
す
。
申
請
書
は
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
（
鎮
西
学
院
高
校 
本
多
恵
里
さ
ん
）
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障
害
が
あ
る
人
の
た
め
の

代
理
投
票

　

障
害
の
程
度
が
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
１

級
に
該
当
す
る
人
、
お
よ
び
戦
傷
病
者
で

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
特
別
項
病
か
ら
第
２

項
症
に
該
当
す
る
人
は
、
代
理
投
票
（
記

載
）
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
代
理
記
載
申
請
書
・
郵
便
等

投
票
証
明
書
・
身
体
障
害
者
（
戦
傷
病
者
）

手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
は
郵

送
や
代
理
の
人
も
で
き
ま
す
。
申
請
書
は

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま

す
。

介
護
保
険
の
要
介
護
者
の
人
の

た
め
の
郵
便
投
票

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
は
、
自
宅
で
の

郵
便
投
票
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
障

害
が
あ
る
人
の
た
め
の
郵
便
投
票
と
同
じ

で
す
が
、
代
理
記
載
人
制
度
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
申
請
書
と
投
票
に
つ
い
て
は
ご

本
人
の
自
書
が
必
要
で
す
。

船
員
の
人
は

　

船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
投
票
す
る
場
合

は
、
必
ず
同
証
明
書
を
入
場
券
（
は
が
き
）

と
一
緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

目
や
手
の
不
自
由
な
人
は

　

文
字
が
書
け
な
い
人
や
手
が
不
自
由
な

人
は
、
代
理
投
票
（
代
筆
に
よ
る
投
票
）

や
点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は

期
日
前
投
票
を

　

投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

①
当
日
仕
事
が
あ
る
場
合

②
用
事
（
私
用
可
）
で
投
票
区
域
外
に
い

　

る
場
合

③
け
が
や
病
気
な
ど
で
当
日
歩
行
が
困
難

　

と
予
想
さ
れ
る
場
合

　

な
お
、
施
設
な
ど
に
入
所
中
の
人
は
、

そ
こ
が
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
従
来
ど
お
り

の
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
４
月
４
日�
〜
４
月
９
日�
（
午

前
８
時　

分
〜
午
後
８
時
）

３０

場
所
／
旧
各
市
町
ご
と
に
期
日
前
投
票
所

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
旧
諫
早
市
の
人
／
市

役
所（
本
庁
）新
別
館

１
階
第
１
会
議
室
）

◎
旧
多
良
見
町
の
人
／

多
良
見
体
育
セ
ン

タ
ー
、
大
草
集
落
セ

ン
タ
ー
、
多
目
的
研

修
館
（
大
草
集
落
セ

ン
タ
ー
、
多
目
的
研

修
館
＝
４
月
４
日�

〜
４
月
８
日�
〔
午

前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
〕）

◎
旧
森
山
町
の
人
／
森
山
支
所
中
央
公
民

館
会
議
室

◎
旧
飯
盛
町
の
人
／
飯
盛
公
民
館
和
会
議

室
◎
旧
高
来
町
の
人
／
高
来
支
所
１
階
第
１

会
議
室　

◎
旧
小
長
井
町
の
人
／
小
長
井
支
所
１
階

会
議
室

※
投
票
の
際
は
、
入
場
券
（
は
が
き
）
が

届
い
て
い
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

立
候
補
者
の
公
約
や
経
歴
な
ど
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
を
、
町
内
会
・
自
治
会
等

を
通
じ
て
、
４
月
７
日�
か
ら
８
日�
ま

で
の
間
に
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
選

挙
公
報
は
、
４
月
７
日
か
ら
本
庁
案
内
や

各
支
所
、
出
張
所
、
公
民
館
に
も
備
え
付

け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
（
明
峰
中
学
校 
馬
場
沙
也
加
さ
ん
）

新「諫早市」の未来を担う若い世代こそ選挙に参加してほしい！

　３月１日に、新しい諫早市が誕生
しました。新市の将来像は、「ひとが
輝く創造都市・諫早」です。新しい
まちづくりを担うのは若い人たちで
す。１票を投じることは、まちづく
りへの参加の第一歩になります。４
月１０日は、ぜひ、投票所へでかけま
しょう。

参議院通常選挙の年代別投票率（平成１６年７月実施・旧諫早市データ）
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「
森
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

                      
今
春
オ
ー
プ
ン
予
定
！

唐
比
湿
地
公
園
内
の
休
憩
・
ふ
れ
あ
い
施
設
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

森
山
町
の 
唐  
比 
湿
地
公
園
内
に
、

か
ら 
こ

こ
の
ほ
ど
、「
森
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
間
近
と
な
り
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
唐
比
湿
地
公

園
を
訪
れ
た
と
き
の
休
憩
や
ふ
れ

あ
い
の
場
、
学
習
の
場
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
内
部
は
研
修

室
、
展
示
室
、
管
理
人
室
、
ト
イ
レ

を
備
え
、
周
囲
に
は
研
修
広
場
、
駐

車
場
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

※
唐
比
湿
地
公
園

橘
湾
の
入
江
が
ふ
さ
が
れ
て
干
潟
の

よ
う
に
な
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
植

物
が
積
み
重
な
っ
て
で
き
た
の
が
唐

比
湿
地
で
す
。
こ
の
湿
地
に
貴
重
な
生

物
や
植
物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
湿
地
の
自
然
が
観
察
し
や
す

い
よ
う
に
整
備
し
た
の
が
唐
比
湿
地

公
園
で
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
や
ハ
ス
園
も

こ
の
公
園
内
に
あ
り
ま
す
。

公共下水道 供用開始のお知らせ

　本年３月３１日から公共下水道および特定環境保全公共下水道が
利用できる区域を拡大します。新たに利用できる区域は次のとお
りです。
【公共下水道】
宇都町、船越町、福田町、日の出町、栄田町、栄田名、小船越町、
貝津町、久山町、津水町、真崎町、多良見町（化屋、中里、市布）
の各一部
【特定環境保全公共下水道】
高来町（三部壱、町名、東平原、水ノ浦、汲水、坂元、山道）、　
小長井町（小川原浦、牧）の各一部
　上記の区域に居宅や事務所、店舗などの建物をお持ちの人は、
下水道の供用開始の日から３年以内に、汲み取り式トイレ（簡易
水洗トイレを含む）の水洗トイレへの改造や、台所・浴室・洗面
所・洗濯場などの水周りから出る生活雑排水を下水道管に流すた
めの排水設備工事を行っていただくことになります。また、現在、
浄化槽をお使いの人も浄化槽を廃止して下水道管への接続が必要
になります。
　排水設備工事は、市が指定した排水設備指定工事店が行います。
工事にかかる見積りは無料ですので指定工事店におたずねくださ
い。なお、改造工事などの費用は個人負担となりますが、金融機関
から改造資金の融資を受けた人に対しては、返済利子を補助する
制度があります。詳しくは、市下水道管理課へおたずねください。

３月３１日から１４町の各一部で下水道が利用できます

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

森
山
支
所
総
務
課

　
　
�
　

・
１
１
１
１

３６

浜
文
化
章
に

　
　
　

松
永
良
子
さ
ん

　

平
成　

年
度
の
市
浜
文
化
章
・
市
浜
教
育
文
化
賞
・
市
栗

１６

林
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、
２
月　

日
、
諫
早
文

１９

化
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浜
文
化
章
を
受
章
さ
れ
た
の
は
、
松
永
良
子
さ
ん
（
栄
田

町
）。松
永
さ
ん
は
諫
早
子
ど
も
劇
場
の
運
営
委
員
長
を
長
く

務
め
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
と

と
も
に
、
現
在
は
諫
早
文
化
会
館
自
主
事
業
運
営
委
員
会
副

会
長
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
葡
萄
の
会
」
の
代
表
と
し
て

地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浜
教
育

文
化
賞
は
１
０
７
人
・
４
団
体
、
栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
２
１

８
人
・
３
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
小
・
中
学
生
、
高
校
生
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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ぽかぽか陽気になりました。新しい諫早の春はあなたのお出かけを待ってま～す

観覧車やコイン式レール機関車など新しい遊具も増
え、家族みんなで楽しめる、小長井町にある「風と
光と遊びのステージ」。みんなで行こう！
【問い合わせ先】同ピクニックパーク�３４－４３３３

山茶花高原ピクニックパーク

自然干陸地フラワーゾーン
高来町深海地先に県内最大３００万本の菜の花が咲きます。すごい！
【問い合わせ先】高来町観光協会�２７－７０２５

森山町「桜のトンネル」

国道５７号から国道２５１号へと抜ける市道 唐  比  長走 線の沿道に
から こ ながはし

は、約３００本の桜が満開。華やかさに思わずうっとり。
【問い合わせ先】森山支所産業振興課�３６－１１１１

白木峰高原
高原いっぱいの黄色いじゅうたんと大パノラマに気分爽快！
【問い合わせ先】市緑化公園課�２２－１５００

諫早公園および周辺で開催。期間中は、フリーマーケット、
カラオケ大会、地場産品楽市、骨董市、皮革工芸展示会、
ウッドアート諫早作品展＆竹炭フェア、茶会、囲碁トーナ
メント、弓道大会など多彩なイベントがいっぱい。
【問い合わせ先】諫早観光協会�２２―８３２５

いさはやつつじ祭り（４月８日～２４日）



１４広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

このコーナーでは、まちの話題やできごと、地域で行われた行事などを写真で紹介しています。
みなさんの身近にこのような話題がありましたら、市秘書広報課まで写真や記事をお送りください。
できるかぎり誌面でご紹介させていただきます。（送付先：〒８５４－８６０１ 諫早市役所秘書広報課〔住所不要〕）

あ 
さ
ご
は
ん　

な
に
よ
り
す
ご
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ん
メ
ダ
ル

い 
た
だ
き
ま
す

　

か
ん
し
ゃ
の
こ
こ
ろ
で　

は
し
を
も
つ

う 
み
の
も
の　

や
ま
の
も
の　

　

バ
ラ
ン
ス　

か
ん
が
え　

た
べ
よ
う
よ

え 
プ
ロ
ン
つ
け
て　

　
　

パ
パ
と
お
り
ょ
う
り　

つ
く
ろ
う
よ

お 
ば
あ
ち
ゃ
ん
の　

　
　

お
せ
ち
が
ひ
か
る　

お
し
ょ
う
が
つ

遊びながら食生活の大切さを学ぼう
食改さんが「わいわい食カルタ」を作成 ､寄贈

　諫早市食生活改善推進協議会（田川ケイ子会長、会員３５３人）は、幼児
期に遊びの中で食事、栄養、調理、マナー、感謝の心などをリズム感の
ある短い言葉で学んでもらおうと、「わいわい食カルタ」を１５０部制作。
市内の保育所、幼稚園、学童クラブなどに寄贈しました。
　４４枚の句は公募や会員自身が考えたもので、どの句も健康的な食生活
のあり方をやさしい言葉で綴ったものばかりです。

地域住民の健康増進を願って
小長井健康センターが完成

　このほど、小長井町井崎のさざんか会館横に、小長
井健康センターが完成。同センターには、炭酸カルシ
ウムの人工温泉やサウナをはじめ、ストレッチや筋力
トレーニングができる最新の健康器具を備えていま
す。地域のみなさんの健康維持・増進、またふれあい
の場としてご利用ください。

歯は一生のお友だち
飯盛町の保育園で楽しい歯磨き指導

　２月９日、飯盛町の珠光保育園で、町内で虫歯予防
を推進している「はなまる元気グループ」のみなさん
による、歯の健康指導が行われました。
　音楽に合わせてのブラッシングや人気キャラクター
を使った楽しくわかりやすい指導で、園児たちは熱心
に取り組んでいました。



１５ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

気分はイタリアン
多良見の子どもたち、ピザづくりに挑戦

　２月２６日、のぞみ会館（多良見町）で小学生３４人が
ピザづくりを楽しみました。生地づくりから始まり、
思い思いに具材をトッピングしておいしく焼き上がっ
た本格ピザに大満足。「家族にもつくってあげたい」と
笑顔で話していました。

　２月２２日、２５日の両日、森山西小学校、森山東小学
校で学校給食訪問が行われました。森山町の食改「い
なほの会」と森山町特産品直売所「もぎたて市」のみ
なさんが、児童と一緒に給食を食べながら交流を深め
ました。「野菜は好きですか？」との質問に、子どもた
ちは元気よく「はーい！」と答えていました。

野菜大好き！森山っ子
地域の人が学校給食訪問

みんなで歩いて春に出会おう
「諫早ウオーキング教室」開催

　２月２６日、市運動普及推進員協議会主催の「ウオー
キング教室」が開催。参加した約４０人のみなさんは、
おしゃべりを楽しんだり、梅のほころびを見つけたり
しながら西諫早公民館を起点に破篭井町を周回する約
６㎞のコースを歩き、健康づくりと春の訪れを体感し
ました。

現代っ子も人形劇に夢中
高来町児童館で人形劇公演

　２月２６日、高来町の東・西児童館で地元アマチュア
人形劇団「いずみ座」の公演が開催されました。集まっ
た約１００人の子どもたちは、間近に見る人形のコミカル
な動きや手品を食い入るように見つめ、盛んな拍手を
送っていました。



１６広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

　

本
年
３
月
１
日
か
ら
特
定
施
設
入

所
者
生
活
介
護
の
指
定
申
請
の
手
続

き
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
事
業

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
企
画
の
段
階

か
ら
設
置
予
定
地
を
管
轄
す
る
保
険

者
（
市
町
村
な
ど
）
と
事
前
に
相
談

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
後

も
事
前
協
議
申
出
書
で
の
協
議
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
様
式
や
内
容
に

つ
い
て
は
同
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
義
務
者

は
自
己
が
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
が
適
正
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
市
内
に
あ

る
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
記

載
さ
れ
た
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
縦
覧
手
数
料
は
無

料
で
す
）。

◆
縦
覧
期
間
／
４
月
１
日�
〜
５
月

　

日�
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

３１※
第
１
期
納
期
限
ま
で
で
す

◆
縦
覧
時
間
／
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
６
時
（
支
所
は
午
後
５
時
）

◆
縦
覧
場
所
お
よ
び
縦
覧
の
範
囲
／

同
課
に
お
い
て
は
市
内
全
域
分
、
各

支
所
税
務
課
に
お
い
て
は
各
支
所
の

区
域
分
（
各
出
張
所
で
は
縦
覧
で
き

ま
せ
ん
）

◆
縦
覧
で
き
る
人
／
①
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
（
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
な
い
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
）、
②
①
の
同
居
の
親
族
・
相
続

人
・
納
税
管
理
人
・
本
人
の
委
任
状

持
参
の
人

　

詳
し
く
は
同
課
、
各
支
所
税
務
課

固
定
資
産
税
担
当
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　

身
体
障
害
者
な
ど
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
や
障
害
者
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

な
い
人
）。

◆
申
請
期
限
／
５
月　

日�
２４

◆
必
要
な
も
の
／
①
印
鑑
②
車
検
証

③
運
転
免
許
証
④
障
害
者
手
帳
な
ど

◆
受
付
場
所
／
同
課
、
各
支
所
税
務
課

　

詳
し
く
は
、
同
担
当
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

車
椅
子
の
乗
降
用
リ
フ
ト
な
ど
障

害
者
が
利
用
す
る
た
め
の
装
置
を
装

備
し
た
軽
自
動
車
の
よ
う
に
そ
の
構

造
が
専
ら
障
害
者
が
利
用
す
る
た
め

の
車
の
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
期
限
／
５
月　

日�
２４

◆
必
要
な
も
の
／
①
印
鑑
②
車
検
証

③
障
害
者
手
帳
④
装
備
さ
れ
た
装
置

な
ど
の
構
造
が
わ
か
る
カ
タ
ロ
グ
な

ど
⑤
使
用
状
況
報
告
書

◆
受
付
場
所
／
同
課
、
各
支
所
税
務
課

　

詳
し
く
は
、
同
担
当
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

◆
募
集
戸
数
／
募
集
案
内
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

◆
募
集
案
内
書
配
布
／
４
月　

日�
１８

◆
受
付
期
間
／
４
月　

日�
〜　

日

２６

２８

�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

◆
申
込
資
格
／
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
人

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
単
身
者

で
も
入
居
で
き
る
場
合
あ
り
）

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と

③
実
際
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
料（
税
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◆
選
考
方
法
／
申
込
締
切
後
、
公
開

抽
選
で
決
定

◆
募
集
案
内
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ

先
／
同
課
、
各
支
所
建
設
課

障
害
者
の
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す

介
護
保
険
施
設
の
設
置
・
運
営

を
お
考
え
の
人
へ

障
害
者
用
に
改
造
さ
れ
た
車
の

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

市
高
齢
介
護
課

市
営
住
宅
入
居
者市

建
築
住
宅
課

市
資
産
税
課

市
市
民
税
課
軽
自
動
車
税
担
当

市
市
民
税
課
軽
自
動
車
税
担
当



１７ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

　

市
民
参
加
に
よ
る
国
際
化
推
進
の

取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
在
住
外
国

人
と
の
交
流
や
海
外
生
活
経
験
者
な

ど
の
講
演
、
簡
単
な
日
常
会
話
講
座
、

各
国
料
理
教
室
な
ど
を
内
容
と
す
る

「
市
民
国
際
交
流
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
１
回
目
は
４
月　

日�
予

２０

定
、
２
回
目
は
５
月
連
休
以
降
開
催

（
全　

回
、
月
２
回
程
度
開
催
予
定
）

２０
午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

◆
定
員
／　

人
程
度
（
申
込
多
数
の

４０

場
合
は
抽
選
）

◆
対
象
／
中
学
生
以
上
の
市
民
（
中

学
生
は
保
護
者
の
送
迎
が
可
能
な
人
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
８
日�
午
後
５
時

◆
申
込
方
法
／
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（�

　

・
０
１
１
１
）・
は
が
き
で
氏
名
・
住

２７所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
同
課
へ

◆
受
付
期
間
／
４
月
４
日�
〜
５
月

　

日�
１３◆

応
募
資
格
／　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

２６

の
人
（　

歳
未
満
の
人
は
大
卒
（
見

２２

込
み
含
む
））

◆
試
験
日
／
５
月　

日�
、　

日�

２１

２２

（　

日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

２２◆
会
場
／
長
崎
大
学
お
よ
び
陸
上
自

衛
隊
相
浦
駐
屯
地
（
予
定
）

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
諫
早
募
集
事

務
所
（�
　

・
４
４
５
５
）
ま
た
は

２２

同
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
食
卓
へ
。

健
康
づ
く
り
に
も
最
適
で
す
。
市
民

体
験
農
園
・
ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
で

は
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
体
験
農
園

◆
場
所
／
中
通
町
（
有
喜
中
学
校
前
）

◆
区
画
面
積
／
１
区
画　

〜　

㎡

３０

５０

◆
利
用
料
／
年
間
１
㎡
あ
た
り　

円
４０

◆
行
事
／
栽
培
講
習
会
、
収
穫
祭

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
諫
早
市
民
体
験

農
園
運
営
協
議
会
事
務
局
（
同
課
内
）

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園

◆
場
所
／
本
野
町（
や
ま
び
こ
館
南
側
）

◆
区
画
面
積
／
１
区
画　

㎡
２５

◆
利
用
料
／
年
間
１
０
、０
０
０
円

◆
行
事
／
栽
培
講
習
会
・
各
種
イ
ベ

ン
ト

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
同
課

◆
期
間
／
６
月
３
日�
〜　

月　

日

１０

３０

�
（　

日
間
）
隔
週
金
・
土
・
日（
８

３４

月
は
毎
水
曜
日
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

（
永
昌
町　

‐
６
）

２３

◆
申
込
期
限
／
４
月　

日�
２８

◆
受
講
資
格
／
看
護
師
な
ど
の
免
許

所
有
者
で
、
全
日
程
参
加
可
能
な
人

◆
定
員
／　

人
５０

◆
受
講
料
／
２
５
、０
０
０
円

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
同
協
会

内
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

家
庭
・
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
貴

重
な
体
験
の
中
で
、
自
立
心
・
冒
険

心
に
あ
ふ
れ
た
青
少
年
の
育
成
を
目

指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
入
団
説
明

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
新
幼
稚
園
年
長
＝
約　

人
、

１０

新
小
学
１
年
生
＝
約　

人
、
新
小
学

１０

２
〜
４
年
生
＝
若
干
名

◆
説
明
会
／
４
月
３
日�
午
前　

時
１０

〜
正
午

◆
場
所
／
諫
早
市
社
会
福
祉
会
館

※
当
日
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
子
ど

も
さ
ん
と
一
緒
に
保
護
者
も
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
同
団
団
委
員
長
江
口

さ
ん
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

例
年
３
、
４
月
の
転
出
・
転
入
・
転

居
時
に
多
量
の
引
越
し
ご
み
が
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
排
出
さ
れ
て
い
る
の
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
引
越
し
ご

み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
と
、

他
の
世
帯
が
出
せ
な
く
な
る
な
ど
収
集

に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

引
越
し
ご
み
は
直
接
処
理
施
設
へ
持

ち
込
む
方
法
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
な
お
燃
え
る
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、

３
月　

日
か
ら
県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ

２２

ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
燃
え
な
い
ご
み
は
不

燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

１
月
中
旬
、
長
崎
市
で
「
水
道

メ
ー
タ
ー
を
取
り
換
え
た
の
で
費
用

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
は

後
日
、
市
が
送
り
ま
す
」
な
ど
と
か

た
り
料
金
を
騙
し
取
る
詐
欺
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

諫
早
市
は
、
計
量
法
に
基
づ
い
て

市
で
管
理
し
て
い
る
メ
ー
タ
ー
の
交

換
を
設
備
業
者
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

交
換
時
に
は
業
者
か
ら
対
象
世
帯
に

通
知
が
あ
り
、
そ
の
後
メ
ー
タ
ー
を

交
換
し
ま
す
。
交
換
費
用
は
市
が
負

担
し
ま
す
の
で
水
道
使
用
者
へ
の
請

求
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、

同
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

市
民
国
際
交
流
塾
参
加
者

「
市
民
体
験
農
園
」・「
ふ
れ
あ

い
体
験
農
園
」
利
用
者

自
衛
官
（
陸
・
海
・
空
一
般
、

技
術
幹
部
候
補
生
）

市
農
業
振
興
課

県
看
護
協
会
内
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー

�
　

・
８
０
６
０

４９

引
越
し
ご
み
は
直
接
処
理
施
設

へ

市
企
画
調
整
課

市
廃
棄
物
対
策
課

市
市
民
窓
口
課

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
詐
欺
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！市

水
道
局
管
理
課

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
受
講

者

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
諫
早
第
１
団

ス
カ
ウ
トボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
諫
早
第

１
団
団
委
員
長
江
口
さ
ん

�
　

・
１
５
７
１

２６

◆営業時間／午前８時～午後１１時（午後１１
時以降入出庫不可）

◆駐車料金／定期駐車（月極）＝１台１カ
月１０，０００円、普通駐車（時間）＝１台３０
分につき１００円（※５時間以上２４時間以内
＝１，０００円）

　定期駐車の申し込み、問い合わせは市生
活交通課へ。



１８広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

　

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
予
防
注

射
を
実
施
し
ま
す
。
各
支
所
管
内
は

４
月
６
日�
〜　

日�
ま
で
、
本
庁

２２

管
内
は
５
月
９
日�
〜　

日�
ま
で

２２

で
す
。
実
施
場
所
や
時
間
は
、
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
は
別
途
通
知

し
ま
す
。

　

な
お
、
生
後　

日
以
上
の
犬
を

９０

飼
っ
て
い
る
人
は
登
録
お
よ
び
年
１

回
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
未

登
録
の
人
は
登

録
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

同
課
ま
た
は
各

支
所
住
民
環
境

課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
、
来
春
大
学
な
ど
の
卒
業

予
定
者
な
ど
で
就
職
を
希
望
す
る
人

で
す
。
個
別
の
就
職
相
談
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
６
月
３
日�
午
後
１
時
〜

４
時

◆
会
場
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

諫
早（
宇
都
町
３
‐　

）
３５

　

詳
し
く
は
同
安
定
所
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
こ
い
の
ぼ
り
を
の
ぞ
み

会
館
屋
上
か
ら
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
間

を
泳
が
せ
ま
す
。

◆
期
間
／
４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

◆
場
所
／
の
ぞ
み
公
園

　

詳
し
く
は
、
同
会
館
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

手
作
り
の
こ
い
の
ぼ
り
を
親
子
や

グ
ル
ー
プ
で
作
り
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
は
、
の
ぞ
み
会

館
前
に
泳
が
せ
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月　

日�
午
後
１
時

２３

◆
場
所
／
の
ぞ
み
会
館

◆
対
象
／
親
子
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
申
込
／
４
月　

日�
ま
で
に
同
会

１８

館
へ

　

詳
し
く
は
、
同
会
館
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

国
道　

号
線
沿
い
交
通
機
動
隊
横

３４

に
あ
る
み
か
ん
宿
の
８
周
年
記
念

セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
旬
の
野
菜
や

果
物
、
く
じ
引
き
に
よ
る
商
品
券
の

贈
呈
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月　

日�
午
前
８
時

１７

◆
場
所
／
長
崎
街
道
み
か
ん
宿

　

詳
し
く
は
、
同
宿
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　

諫
早
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
西
諫
早

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
北
諫
早
中
学
校

吹
奏
楽
部
と
共
演
し
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月　

日�
午
後
２
時
開

２４

演
（
午
後
１
時　

分
開
場
）

３０

◆
場
所
／
諫
早
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
／
一
般
１
、５
０
０
円
、

学
生
５
０
０
円

◆
指
揮
／
河
地
良
智
さ
ん

◆
曲
目
／
マ
ー
ラ
ー
作
曲
交
響
曲
第

１
番
「
巨
人
」、
レ
ス
ピ
ー
ギ
作
曲

「
リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古
風
な
舞
曲

と
ア
リ
ア
第
３
組
曲
」、
バ
レ
エ
組

曲
「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」、「
春
風
の
マ
ー

チ
」

※
未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
託
児
室

も
あ
り
ま
す

　

詳
し
く
は
、
同
事
務
局
（
諫
早
文

化
協
会
内
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

本
市
出
身
の
浪
漫
派
詩
人
、
伊
東

静
雄
を
し
の
ぶ
「
菜
の
花
忌
」
と
そ

の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
制
定
し
た

「
伊
東
静
雄
賞
」
の
授
賞
式
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

第　

回
菜
の
花
忌

４１
◆
日
時
／
３
月　

日�
午
後
１
時

２７

◆
場
所
／
諫
早
公
園
（
伊
東
静
雄
詩

碑
前
）

◆
主
催
／
諫
早
文
化
協
会

第　

回
伊
東
静
雄
賞
授
賞
式

１５
◆
日
時
／
３
月　

日�
午
後
２
時　

２７

３０

分◆
場
所
／
観
光
ホ
テ
ル
道
具
屋

◆
記
念
講
演
／
「
愛
と
祈
り
」

◆
講
師
／
宗
左
近
さ
ん
（
詩
人
）

◆
主
催
／
伊
東
静
雄
顕
彰
委
員
会

　

詳
し
く
は
、
同
協
会
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

木
彫
教
室
会
員
の
作
品
と
「
諫
早

彫
」「
諫
早
人
形
」
並
び
に
、
炭
工
房

美
雪
の
「
美
雪
枕
」
の
展
示
即
売
会

を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
他
塗
装
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
や
刃
物
研
磨
実
演
・
砥

石
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
期
間
／
４
月　

日�
〜　

日�
午

１６

１９

前　

時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

１０
後
４
時
ま
で
）

◆
場
所
／
諫
早
商
工
会
館
１
階
物
産

ホ
ー
ル

　

詳
し
く
は
、
同
会
長 
田
尻
さ
ん
へ

お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

の
ぞ
み
春
の
こ
い
の
ぼ
り
流
し

の
ぞ
み
会
館

�
　

・
６
２
０
０

４３

こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

の
ぞ
み
会
館

�
　

・
６
２
０
０

４３

長
崎
街
道
み
か
ん
宿

　
　
　

８
周
年
記
念
セ
ー
ル

長
崎
街
道
み
か
ん
宿

�
　

・
０
３
５
３

４３

諫
早
交
響
楽
団

　
　
　

第　

回
定
期
演
奏
会

１８諫
早
交
響
楽
団
事
務
局

�
　

・
１
１
０
３

２２

伊
東
静
雄
賞
授
賞
式諫

早
文
化
協
会

�
　

・
１
１
０
３

２２

ウ
ッ
ド
ア
ー
ト
諫
早
作
品
展

「
見
て
く
ん
し
ゃ
い
」

諫
早
・
大
村
・
島
原

公
共
職
業
安
定
所

�
　

・
８
６
０
９

２１

合
同
企
業
面
談
会

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

市
環
境
保
全
課

ウ
ッ
ド
ア
ー
ト
諫
早

会
長
田
尻
さ
ん

�
　

・
５
８
３
８

２４

運動の重点目標
◎子供と高齢者の交通事故防止
◎二輪車の安全利用の推進
◎シートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底

４月６日�～１５日�



１９ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

　本年４月から次のような国民年金制度の改正があります。
○国民年金保険料が２８０円引き上げられ、月額１３，５８０円
になります。

○１７年度分を一括で前納すると、現金支払いでは２，８９０
円、口座振替では３，４２０円の割引になります。前納さ
れる場合、現金払いは５月２日�までに納付すること、
口座振替は３月３１日�までに社会保険事務所への申し
込みが必要です。
　　なお、既に口座振替で前納している人は届出の必要
はありません。また、月々の口座振替の早割制度を申
し込むと月額４０円の割引になります。

（受付窓口＝社会保険事務所）

○２０歳代の人は、本人と配偶
　者の所得が一定額以下の場
　合は、申請により保険料納
　付が猶予されます。これは、
　これまで所得が一定額以上
　の世帯主と同居している場
　合に保険料免除の対象とな
　らなかったものが改正され
　たものです。

（受付窓口＝社会保険事務所・市町村）

○保険料免除の所得基準が単身世帯を中心に一部緩和さ
れます。

（受付窓口＝市町村）

○第３号被保険者（厚生年金等に加入する人の被扶養配
偶者）の届出が遅れ、未納期間がある人について、届
出によって２年以上前の期間も第３号被保険者期間と
して取り扱われる特例が認められます。

　　なお、平成１７年３月までに第３号の届出があった期
間については、既に特例の届出があったものとみなし
ますので、届出の必要はありません。

（受付窓口＝社会保険事務所）

○特別障害給付金制度が始まります。
　◆対象者／
　　①平成３年３月以前の国民年金任意加入対象者で

あった学生
　　②昭和６１年３月以前の国民年金任意加入対象者で

あった厚生年金保険等に加入していた人の配偶者
であって、任意加入していなかった期間に傷病が
現在、障害基礎年金の１級または２級相当の障害
の状態にある人

　　給付金の支給は、請求を受け付けした月の翌月から
　となります。給付金を請求する人は、本年４月中に請
　求書を提出してください。

（受付窓口＝市町村）

単身世帯の人の保険料免除の目安（年収ベース）

半額免除全額免除
１５０万円１００万円平成１６年度
��

２２７万円１２２万円平成１７年度

　詳しくは、諫早社会保険事務所（�２５－１６６１）または市保険年金課年金担当・各支所国民年
金担当へおたずねください。

平成１７年度の基準
２５８万円４人世帯（夫婦・子２人）
１５７万円２人世帯（夫婦のみ）
１２２万円単身世帯

若年者納付猶予制度の対象となる年収の目安

※本人だけでなく配偶者も基準に該当していることが
　必要です。また、４人世帯・２人世帯は、夫か妻の
　どちらかのみに所得（収入）がある世帯の場合です。



２０広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

受付時間実施日会場地区

１３：１０～１３：４０４月５日�
小野ふれあい会館小野
本野公民館本野

１４：００～１４：４０４月６日�多良見体育センター多良見
１３：１０～１３：４０４月７日�※西諫早公民館真津山・西諫早
１３：３０～１４：００４月８日�飯盛公民館飯盛
１３：１０～１３：４０４月１２日�※西諫早公民館真津山・西諫早
１３：１０～１３：４０

４月１３日�
※小栗公民館小栗

１３：３０～１４：００森山中央公民館森山
１３：１０～１３：４０

４月１４日�
長田みのり会館長田

１３：１０～１３：４０有喜公民館有喜
１３：１０～１３：４０４月１５日�※市民センター中央
１３：３０～１４：００４月１９日�小長井文化ホール小長井
１３：１０～１３：４０４月２０日�※市健康福祉センター中央
１４：３０～１５：１０４月２２日�高来ふれあい会館高来
１３：１０～１３：４０４月２５日�※市健康福祉センター中央
１４：００～１４：４０４月２６日�多良見体育センター多良見

　

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
母
子
手
帳
を
持
参
の

上
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
他
の
会
場
で

も
で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
居
住
区
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
生
後
３
月
〜　

月
未
満
の
乳
幼
児
（
未
完
了
者
は　

月
未
満
ま
で
可
）

１８

９０

◆
実
施
方
法
／
６
週
間
以
上
間
隔
を
あ
け
て
２
回
接
種
（
昨
年
秋
に
１
回
接
種
し
た

人
は
、
今
回
が
２
回
目
で
す
）

◆
注
意
事
項
／
①
接
種
す
る
前
に
予
診
票
を
保
護
者
が
責
任
を
持
っ
て
記
入
（
予
診

票
は
各
会
場
に
あ
り
ま
す
。
事
前
に
必
要
な
人
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
本
庁
案

内
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
②
体
温
は
接
種
当
日
会
場
で
計
っ
て
く
だ
さ
い
③

接
種
後
４
週
間
は
他
の
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
種
混
合
、
日

本
脳
炎
を
受
け
て
か
ら
１
週
間
、
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け

て
か
ら
４
週
間
以
上
経
っ
て
い
な
い
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
。昭和５０年～５２年生まれの人は

　　　　　　　　　　ポリオの追加接種を（無料）！

　厚生労働省の調査で、昭和５０年～５２年生まれの人は、ポリオ
に対する免疫の保有率が低いことがわかりました。再度接種
されることをお勧めいたします。接種を希望する人は、上記
最寄りの会場で受けてください。料金は無料ですが、任意接
種となります。

※印の会場は駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮ください

会場および日時

◆支給対象／児童手当は小学３年生終了前までの児童（９歳
到達後最初の３月３１日までの間にある児童）を養育してい
る人に支給されます。ただし、所得制限があります。前年
（１月～５月までの月分の手当については前々年）の所得
が所得制限限度額以上の場合は支給されません。

◆支給を受けるには？
　出生、転入などにより受給資格が生じた場合に、養育者の
住所地の市町村窓口（公務員は勤務先）への請求が必要です。
手続きが遅れると、遅れた月分の手当てが受けられなくなり
ますので、ご注意ください。なお、児童手当の支給は、認定
請求をした月の翌月分（一部特例があります）から、支給事
由の消滅した月分まで支給されます。
◆支給額／第１子＝月額５，０００円
　　　　　第２子＝月額５，０００円
　　　　　第３子以降＝月額１０，０００円
◆支給時期／原則として手当は毎年２・６・１０月に、それぞ
れの前月分まで支払われます。

◆特例給付／所得制限により児童手当を受けられないサラ
リーマンなど（厚生年金等に加入している人）については、
特例としてその人の前年（１月～５月までの月分の手当に
ついては前々年）の所得が所得制限限度額未満の場合に
限って、「特例給付」（児童手当と同額）が支給されます。

◆所得制限限度額／平成１６年度における所得限度額は下記の
とおりですが、所得には一定の控除があります。また所得
限度額は年によって変更されることがありますので、詳細
については同課へおたずねください。

※所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親
族がある人についての限度額は上記の額に当該老人控除対
象配偶者または老人扶養親族１人につき６万円を加算した
額。扶養親族の数が６人以上の場合の限度額は１人につき
３８万円を加算した額。
　「特例給付」を受給している人が退職した場合（厚生年金で
なくなったとき）は所得制限により手当が受けられなくなり
ますので、至急「児童手当受給事由消滅届」を提出してくだ
さい。
　詳しくは、同課へおたずねください。

特例給付児童手当扶養親族などの数
４６０．０３０１．００人
４９８．０３３９．０１人
５３６．０３７７．０２人
５７４．０４１５．０３人
６１２．０４５３．０４人
６５０．０４９１．０５人

市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
　

・
０
７
０
０

２７

平成１６年度所得制限限度額（単位：万円）

市児童福祉課



２１ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

問い合わせ先会場時間相談内容曜日日

市市民相談室

市市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時行政相談金１

市市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時（１人当たり相
談時間約２０分以内）午前１１時か
ら受付（本庁のみ、原則電話予
約不可）

法律相談月４

市市民相談室（本庁新別館１階）午後１時～４時遺言・契約等相談水６
市市民相談室（本庁新別館１階）
および飯盛支所、高来支所午前１０時～午後３時人権相談

木７ 市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

県建設産業労働組合
加入社（�２４－１７９５）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市市民相談室

市市民相談室（本庁新別館１階）
および飯盛支所、小長井支所

午前１０時～午後３時（飯盛支所
のみ午後１時まで）行政相談金８

市市民相談室（本庁新別館１階）午後１時～４時交通事故相談火１２
市市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時不動産相談水１３
市市民相談室（本庁新別館１階）
および森山支所、小長井支所午前１０時～午後３時人権相談

木１４
市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市市民相談室

市市民相談室（本庁新別館１階）
および森山支所、高来支所

午前１０時～午後３時（森山支
所・高来支所は午後１時まで）行政相談金１５

市市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時（１人当たり相
談時間約２０分以内）午前１１時か
ら受付（本庁のみ、原則電話予
約不可）

法律相談月１８

市市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時登記相談水２０
市市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時人権相談

木２１ 市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

県建設産業労働組合
加入社（�２４－１７９５）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市市民相談室

市市民相談室（本庁新別館１階）
および多良見支所

午前１０時～午後３時（多良見支
所は午後１時まで）行政相談金２２

市市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後４時交通事故相談水２７
市市民活相談室（本庁新別館１
階）および多良見支所午前１０時～午後３時人権相談

木２８
市緑化公園課市緑化公園課（本庁新別館３階）午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市市民相談室市市民相談室午前８時３０分～午後５時消費生活相談・一般相談
毎週�～�
※祝日や年末年
　始期間を除く

少年センター
（�２４－３７３７）本庁第４別館午前９時～午後５時少年センター相談

（いじめ・不登校）
毎週�～�
※祝日や年末年
　始期間を除く

社会福祉協議会
（�２３－７０２２）社会福祉会館午前１０時～午後３時ふれあい福祉相談

毎週�～�
※祝日や年末年
　始期間を除く

高年齢者職業相談室
（�２２－４６００）

※水曜日の本庁新別
館での出張相談は
３月３０日�で終了

社会福祉会館午前９時～午後４時高年齢者職業相談
毎週�～�
※祝日や年末年
　始期間を除く



２２広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

りくづ康健人成

会場日時対象者事業名

市健康福祉センター午前１０時～１１時３０分８�、２２�

  乳幼児と
　　　その親

育児サークル（中央地区）

小栗公民館午前１０時～１１時３０分１２�、２６�育児サークル（小栗地区）

西諫早公民館午前１０時～１１時３０分２２�育児サークル
　　　（真津山・西諫早地区）

本野公民館午前１０時～正午１４�育児サークル（本野地区）

長田みのり会館午前１０時～正午１４�育児サークル（長田地区）

小栗公民館午前９時３０分～１１時３０分４�育児相談（小栗地区）

有喜公民館午前１０時～１１時３０分２０�育児相談（有喜地区）

市布公民館午前１０時～１１時３０分６�、２０�親子サロン（めだか）

シーサイド４区公民館午前１０時～１１時３０分１３�、２７�親子サロン（ひよこ）

多目的研修館午前１０時～１１時３０分１２�
親子サロン（ぞうさん）

大草集落センター午前１０時～１１時３０分２６�

飯盛公民館午前１０時～正午１２�、２６�遊びの広場

森山中央公民館午前１０時～正午１２�子育て広場

小長井文化ホール午前１０時３０分～正午２０�わくわくクラブ

高来西ゆめ会館午前１０時３０分～正午２６�高来子育てサークル

飯盛公民館午後１時～３時３０分５�
生後２月前後
の赤ちゃんと
その親

赤ちゃん教室

援支て育子

「
近
く
に
お
友
達
が
い
な
い
」、「
育
児
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
ん
だ
け
ど
…
」

な
ど
、
日
頃
悩
み
な
が
ら
も
一
生
懸
命
子
育
て
に
励
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
、
楽
し

く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会場日時対象者事業名

市民センター午後１時３０分～３時１１�

おおむね
４０歳以上

一般
健康
相談

小栗公民館午後１時３０分～３時６�

小野ふれあい会館午後１時３０分～３時２０�

有喜白髯会館午後１時３０分～３時１３�

西諫早公民館午後１時３０分～３時２０�

本野公民館午前９時～１１時２６�

みのり会館午後１時３０分～３時２７�

多良見支所午後１時３０分～３時１８�

森山支所午後１時３０分～３時２５�

飯盛支所午後１時３０分～３時４�

高来支所午後１時３０分～３時２５�

小長井支所午後１時３０分～３時１８�

小野体育館集合午前９時３０分～１０時３０分９�
すべての
市民

ウオーキ
ング教室

市役所前芝生広場集合午前９時３０分～１０時３０分２３�

市民センター※呆け老人をかかえる家族の会
（渡部三津子さん）�２６－１７６３午後１時～３時１４�すべての

市民介護相談

誰
も
が
健
や
か
で
明
る
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
願
う
も
の
。
そ
の
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
食
生
活
改
善
・
適
度
な
運
動
な
ど
、
健
康
づ

く
り
へ
の
努
力
が
必
要
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
」



２３ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

会場日時対象者事業名

市健康福祉センター午前９時３０分～１１時３０分７�、１４�、２１�、２８�妊　婦マタニティー
教室

森山中央公民館午後１時～１時３０分（受付）６�
平成１６年５月生
　　　　～６月生

平成１６年１１月生
　　　　～１２月生

乳児
健康診査
（集団）

高来ふれあい会館午後１時～１時３０分（受付）１３�

多良見体育センター午後１時～１時３０分（受付）１４�

飯盛公民館午後１時～１時３０分（受付）２８�

市健康福祉センター
午後１時～２時（受付）４�、１１�平成１６年１２月生

乳児
健康相談

午後１時～２時（受付）１８�平成１６年４月
　　　　～９月生

多良見体育センター午前９時～１０時３０分（受付）１４�
生後１２月まで

多良見支所を除く４支所については、乳児健診と同じ日に開催　　午後１時～２時（受付）

市健康福祉センター午後１時～１時１５分（受付）７�、１４�、２１�
平成１５年１０月生

１歳６カ月児
健康診査

多良見体育センター午後１時～１時１５分（受付）７�

飯盛公民館午後１時～１時１５分（受付）１３�

平成１５年８月生
　　　　～１０月生 森山中央公民館午後１時～１時１５分（受付）２０�

高来ふれあい会館午後１時～１時１５分（受付）２７�

市健康福祉センター午後１時～１時１５分（受付）１２�、２６�平成１４年１０月生２歳６カ月児
歯科健康診査

市健康福祉センター１２時４５分～午後１時（受付）１�、１５�、２２�
平成１３年１０月生３歳児

健康診査 多良見体育センター１２時４５分～午後１時（受付）２８�

高来ふれあい会館午後２時３０分～３時１０分（受付）１９�

生後３月
　　　～６月未満

ＢＣＧ
予防接種

多良見体育センター午後２時～２時４０分（受付）２１�

市民センター午後１時１０分～１時４０分（受付）２６�

市健康福祉センター午後１時１０分～１時４０分（受付）２７�

事業のおたずねは…
  

市健康福祉センター　　�２７－０７００
多良見支所健康保険課　�４３－１１１１
森山支所健康福祉課　　�３６－１１１１
飯盛支所健康福祉課　　�４８－１１１１
高来支所健康福祉課　　�３２－２１１１
小長井支所健康福祉課　�３４－２１１１

て育子

健
康
な
子
ど
も
を
生
み
、
元
気
に
育
て
る
た
め
の
相
談
・
指
導
。
母
子
の
健
康
保
持
及
び
疾
病
の
予
防
・

早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。



２４広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

　温かな雰囲気の木造図書館で、図書館、美術
館、公民館的機能をあわせ持つ施設です。映像
ホール・展示室でのイベントや企画展でのさま
ざまな展示などをご覧になれます。また、蔵書・
資料は、いろいろな分野を揃えていますので、
お気軽にご利用ください。
　

所在地／森山町慶師野１９５０－１
問い合わせ先／�３５－２００１

　スポーツ交流館は、トレーニング室、ダンス
室、温水プールなどがあり、誰でも気軽に利用
できます。また、子ども水泳教室、ダイエット
教室、エアロビクス教室など、さまざまな教室
も実施しており、利用されるみなさんの健康・
体力づくりをサポートしています。
 

所在地／森山町下井牟田１１４５
問い合わせ先／�３５－２８８８

　コミュニティ会館は、文化的・福祉的機能を
あわせ持った多目的施設です。主会場であるコ
ミュニティホールは、５００人の収容が可能で、
色々なイベントに利用できます。その他、大小
会議室３部屋や大小浴室など福祉交流スペー
スを完備しています。
　

所在地／飯盛町開１６７７－１
問い合わせ先／�４８－１３００

　グラウンド、テニス場、相撲場があり、また

隣接して体育館もあるので各種スポーツイベン

トに対応できます。
 

所在地／飯盛町平古場２６６

問い合わせ先／�４８－０９１０

①

諫早文化第３５号　好評発売中！
　諫早の文化活動を支える様々な団体の活動と各種受賞作品をこの
１冊に。

◆内容／特集　新しく、文化の向上と発展を願って…
　　　　　　　諫早市芸術文化連盟の発足

◆価格／１，０００円
◆販売／市内書店・市役所売店
◆問い合わせ先／諫早文化協会（�２２－１１０３）



２５ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

問い合わせ先入場料時間会場内容曜日

ハンドボール協会事務局
（長崎日大高校内）
（�２６－００６１）

無料午前９時～小野体育館西日本カップ高校ハンドボール
スプリング大会

金１

土２

市ソフトテニス連盟
（�２３－３９６４）無料午前８時～県立総合運動公園ヨネックス杯市ソフトテニス大会日３

市ソフトテニス連盟
（�２３－３９６４）無料午前８時～県立総合運動公園中地区選抜高校生春季ソフトテ

ニス大会土１６

長崎陸上競技協会
（�０９５６－４７－６０６３）無料午前８時～県立総合運動公園県記録会日１７

市少年ソフトボール連盟
（�２２－１０７１）無料午前８時～県立総合運動公園諫早東ライオンズクラブ旗争奪

少年ソフトボール大会日１７

ＭＡＳＵＤＡスタジオ１
（�２５－２３２４）無料午後１時３０分～４時市文化会館ＭＡＳＵＤＡスタジオ１

第１５回発表会日１７

大会事務局
（�０９０－７４６７－３１１０）無料午前９時～小野体育館県高校バレーボール春季選手権

大会月１８

諫早文化会館自主事業運営
委員会（�２５－１５００）

４，６００円
（全席指定）午後７時～８時３０分市文化会館ＴＨＥ ＨＩＧＨ－ＬＯＷＳ

コンサート木２１

市ソフトテニス連盟
（�２３－３９６４）無料午前８時～県立総合運動公園高総体 ソフトテニス競技中地

区予選

土２３ 大会事務局（大村工業高校
内）（�５２－３７７３）無料午前９時～森山スポーツ交流館高総体 卓球競技中地区予選

市教委体育保健課無料午前９時～

市営野球場、諫早高校
第２グラウンド第１７回市長杯争奪中学校スポー

ツ選手権大会 軟式野球競技
市営野球場

日２４

長崎陸上競技協会
（�０９５６－４７－６０６３）無料午前８時～県立総合運動公園ながさきリレーカーニバル

大会事務局（佐藤さん）
（�３６－０６０３）無料午前９時～森山スポーツ交流館県剣道道場連盟全国大会予選

（小・中学生）

市教委高来分室
（�３２－３１１４）無料午前９時～湯江小学校体育館第１６回高来地区３０歳以上女子さ

わやかソフトバレーボール大会

小長井スポーツ少年団
（田川さん）（�３４－２１１１）無料午前１０時～小長井小学校体育館第２１回小長井地区少年少林寺拳

法大会

諫早交響楽団（山西さん）
（�２２－６１１１）

一般
１，５００円
学生
５００円

午後２時～４時市文化会館諫早交響楽団第１８回定期演奏会

市教委体育保健課無料午前９時～小野体育館第１７回市長杯争奪中学校スポー
ツ選手権大会 バドミントン競技

金２９ 市教委体育保健課無料午前９時～市体育館第１７回市長杯争奪中学校スポー
ツ選手権大会 剣道競技

市教委体育保健課無料午前９時～

諫早中学校体育館、
飯盛体育館第１７回市長杯争奪中学校スポー

ツ選手権大会 
バスケットボール競技 諫早中学校体育館

土３０
県公園緑地協会
（�２２－０１２９）無料午前８時～県立総合運動公園県協会長杯ソフトボール大会

（男子）



２６広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

成
人
講
座
（
長
）

【
日
時
】
５
月
〜
【
内
容
】
盆
栽
講

座
や
昨
年
好
評
だ
っ
た
パ
ソ
コ
ン

講
座
、
料
理
講
座
な
ど
予
定

成
人
講
座
（
西
）

【
日
時
】
５
月
〜
【
内
容
】
西
諫
早

大
学
、パ
ソ
コ
ン
講
座
、健
康
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど

成
人
講
座
（
本
）

【
内
容
】歴
史
探
訪
、教
養
講
座
、パ

ソ
コ
ン
講
座
な
ど

明
生
教
室
（
多
）・（
伊
）

【
内
容
】
講
話
な
ど
予
定

健
康
講
座
（
多
）・（
伊
）

【
内
容
】
自
然
、
体
の
こ
と
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
な
ど
予
定

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
多
）・（
伊
）

【
内
容
】
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど

予
定

成
人
講
座
（
森
）

【
内
容
】日
本
の
古
典
を
楽
し
む
教

室
、
茶
道
講
座
な
ど
予
定

成
人
講
座
（
飯
）

【
内
容
】
歴
史
探
訪
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
、生
涯
学
習
講
演
会
、料
理
教
室

な
ど
予
定

成
人
講
座
（
高
）

【
内
容
】料
理
教
室
、生
花
教
室
、書

道
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
な
ど

予
定

成
人
講
座
（
高
西
）

【
内
容
】書
道
教
室
、民
踊
教
室
、料

理
教
室
、
生
花
教
室
な
ど
予
定

女
性
講
座
（
長
）

【
日
時
】
６
月
〜
【
内
容
】
史
跡
探

訪
や
健
康
講
座
な
ど
予
定

お
母
さ
ん
の
た
め
の

　
　

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
多
）・（
伊
）

【
内
容
】
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど

予
定

女
性
講
座
（
森
）

【
内
容
】着
物
着
付
け
講
座
な
ど
予

定女
性
講
座
（
飯
）

【
内
容
】
環
境
学
習
（
町
を
き
れ
い

に
）、
健
康
づ
く
り
（
心
も
体
も
き

れ
い
に
）
な
ど
予
定

女
性
講
座
（
高
）・（
高
西
）

【
内
容
】
着
付
け
教
室
、
婦
人
学
級

な
ど
予
定

子
ど
も
講
座
（
長
）

【
日
時
】
７
月
〜
【
内
容
】
夏
休
み

に
は
美
術
講
座
・
和
紙
講
座
・
天

文
学
講
座
な
ど
、
冬
休
み
に
は

ケ
ー
キ
作
り
講
座
・
し
め
縄
作
り

講
座
な
ど
予
定

子
ど
も
講
座
（
西
）

【
日
時
】
５
月
〜
【
内
容
】
子
ど
も

科
学
教
室
、施
設
見
学
、お
菓
子
作

り
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

子
ど
も
講
座
（
本
）

【
内
容
】家
庭
と
公
民
館
が
連
携
し

た
講
座
・
親
子
探
検
シ
リ
ー
ズ
な

ど子
ど
も
講
座
（
森
）

【
内
容
】は
じ
め
て
の
英
会
話
教
室
、

和
太
鼓
講
座
な
ど
予
定

子
ど
も
講
座
（
飯
）

【
内
容
】
野
外
活
動
実
習
、
救
急
法

講
習
、
焼
き
物
教
室
、
里
山
登
山
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
草
花
植
え
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、史
跡
探
訪
、折
り

紙
教
室
な
ど
予
定

高
齢
者
講
座
（
長
）

【
日
時
】
７
月
〜
【
内
容
】
史
跡
探

訪
、健
康
に
関
す
る
体
操
、講
話
な

ど高
齢
者
講
座
（
西
）

【
日
時
】
６
月
〜
【
内
容
】
史
跡
探

訪
、
健
康
講
話
、
体
操
な
ど

シ
ル
バ
ー
大
学
（
小
）

【
内
容
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
い

き
い
き
健
康
講
座
、消
費
・
健
康
講

座
な
ど
予
定

高
齢
者
講
座
（
本
）

【
内
容
】
健
康
講
座
、
交
通
安
全
講

座
な
ど

や
さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
　
 　
（
多
）・（
伊
）

【
内
容
】
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど

予
定

高
齢
者
講
座
（
高
）・（
高
西
）

【
内
容
】
高
齢
者
楽
習
な
ど
予
定

家
庭
教
育
講
座

「
親
子
ふ
れ
あ
い
」（
長
）

【
日
時
】
６
月
〜
【
内
容
】
夏
空
の

星
の
観
察
や
料
理
講
座
な
ど
を
予

定家
庭
教
育
講
座
（
西
）

【
日
時
】
８
月
〜
【
内
容
】
乳
幼
児
・

児
童
・
生
徒
を
持
つ
保
護
者
の
子

育
て
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
講

座
を
開
催

家
庭
教
育
学
級
（
飯
）

【
内
容
】
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
高
校
生
保
護
者

会
・
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
・
地
域
と
の
連
携
講
座
な

ど
予
定 

親 
子 

高 
齢 
者 

女
性 

一
般

子 
ど 
も 

　

多
良
見
・
森
山
・
飯
盛
・
高

来
・
小
長
井
の
各
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
講

座
な
ど
を
行
う
予
定
に
し
て
い

ま
す
が
、
都
合
に
よ
り
実
施
で

き
な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
日
程
な
ど
決
ま
り
次

第
、
次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

おいしい、おいしいそば打ち講座

親子で稲刈りの農業体験



２７ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

成
人
講
座
（
３
回
講
座
）（
中
）

【
日
時
】
①
５
月　

日�
・
②
９
月

１４

３
日�
・
③　

月
１
日�
午
前
９

１０

時
〜
午
後
４
時　

分
３０

【
内
容
】①
八
郎
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
／

②
九
千
部
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
／
③
虚

空
蔵
山
ハ
イ
キ
ン
グ

【
申
込
期
限
】
４
月　

日�
２８

※
保
険
料
負
担
有
り

女
性
大
学
講
座
（
中
）

【
日
時
】月
１
〜
２
回�
初
回
５
月

　

日�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

２６

３０

３０

分【
内
容
】
一
般
教
養
・
野
外
研
修
な

ど【
申
込
期
限
】
４
月　

日�
２７

※
往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・

年
齢
を
記
入
の
上
、
当
公
民
館
へ

郵
送
（
〒
８
５
４
―

０
０
１
４ 
東

小
路
町
８
―

５
）。
返
信
用
は
が
き

に
は
、住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

生
き
生
き
百
年
塾

　
　
　
　
　
　
（　

歳
以
上
）（
中
）

６０

【
日
時
】月
１
〜
２
回�
初
回
５
月

　

日�
午
前　

時
〜
正
午

３１

１０

【
内
容
】
一
般
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど【
申
込
期
限
】
４
月　

日�
２７

※
往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・

年
齢
を
記
入
の
上
、
当
公
民
館
へ

郵
送
（
〒
８
５
４
―

０
０
１
４ 
東

小
路
町
８
―

５
）。
返
信
用
は
が
き

に
は
、住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
講
座
「
小
野
大
学
」（
野
）

【
日
時
】４
月　

日�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午

【
内
容
】
開
校
式

家
庭
教
育
講
座

「
長
田
み
の
り
っ
子
」（
長
）

【
日
時
】４
月　

日�
午
前　

時
〜

１４

１０

正
午

【
内
容
】毎
月
就
学
前
の
幼
児
と
母

親
が
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交

換
や
友
達
作
り
、
子
ど
も
の
交
流

の
場
と
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

親
子
映
画
教
室
（
視
）

【
日
時
】４
月　

日�
午
前　

時
〜

１６

１０

【
会
場
】諫
早
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー

ル【内
容
】「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
元
気
に

な
っ
て
ね
」「
で
き
る
も
ん
、
ひ
と

り
で
！
」
そ
の
他

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
各
公
民
館
・
施
設
へ

（
中
）
…
中
央
公
民
館

　
　
　
�
　

・
１
１
６
０

２３

　
　
　
�
　

・
１
１
６
1

２３

（
西
）
…
西
諫
早
公
民
館

　
　
　
�
　

・
１
５
０
０

２６

　
　
　
�
　

・
１
８
０
３

２６

（
栗
）
…
小
栗
公
民
館

　
　
　
�
　

・
１
５
３
３

２２

　
　
　
�
　

・
０
３
７
０

２４

（
長
）
…
長
田
公
民
館

　
　
　
�
　

・
９
０
２
４

２３

　
　
　
�
　

・
９
６
４
７

２３

（
本
）…
本
野
公
民
館　
         　

　
   　
�
　

・
０
２
７
０　

２６

　
　
　
�
　

・
２
５
１
３

２６

（
有
）
…
有
喜
公
民
館

　
　
　
�
　

・
３
１
１
０

２８

　
　
　
�
　

・
２
０
６
７

２８

（
野
）
…
小
野
公
民
館

　
　
　
�
　

・
０
２
６
４

２２

　
　
　
�
　

・
０
４
８
３

２４

（
多
）
…
多
良
見
公
民
館

　
　
　
�
　

・
０
０
４
９

４３

　
　
　
�
　

・
２
８
３
５

４３

（
伊
）
…
伊
木
力
公
民
館

　
　
　
�
　

・
１
９
５
０

４４

　
　
　
�
　

・
１
９
４
６

４４

（
森
）
…
森
山
公
民
館

　
　
　
�
　

・
１
１
１
６

３６

　
　
　
�
　

・
１
１
１
７

３６

（
飯
）
…
飯
盛
公
民
館　

　
　
　
�
　

・
０
０
０
９

４８

　
　
　
�
　

・
０
５
１
８

４８

（
田
）
…
田
結
公
民
館

　
　
　
�
　

・
０
１
１
１

４９

　
　
　
�
　

・
４
１
１
７

２８

（
高
）
…
高
来
公
民
館

　
　
　
�
　

・
５
４
４
０

３２

　
　
　
�
　

・
５
４
４
１

３２

（
高
西
）
…
高
来
西
公
民
館

　
　
　
�
　

・
３
１
２
６

３２

　
　
　
�
　

・
５
１
８
０

３２

（
小
）
…
小
長
井
公
民
館　

　
　
　
�
　

・
２
２
０
１

３４

　
　
　
�
　

・
３
４
７
０

３４

（
諫
図
）
…
諫
早
図
書
館

　
　
　
�
　

・
４
９
４
６

２３

　
　
　
�
　

・
０
８
５
５

２１

（
西
図
）
…
西
諫
早
図
書
館

　
　
　
�
　

・
８
６
０
７

２６

　
　
　
�
　

・
８
２
５
０

２６

（
た
図
）
…
た
ら
み
図
書
館

　
　
　
�
　

・
４
６
１
１

４３

　
　
　
�
　

・
４
６
２
３

４３

（
森
図
）
…
森
山
図
書
館

　
　
　
�
　

・
２
０
０
１

３５

　
　
　
�
　

・
２
２
５
０

３５

（
視
）
…
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
�
　

・
４
９
４
６

２３

　
　
　
�
　

・
０
８
５
５

２１

女
性 

親 
子 

高 
齢 
者 

一
般

お母さんといっしょに紙芝居作成！

家族みんなで、水辺の学習



２８広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

　「みんなの広場」は、市民の皆さんから寄せられた情報を掲載するために、設けています。あなたのとっておきのレシピや珍しい写真、お
気に入りのイラストなど、皆さんに伝えたいいろんな情報の投稿をお待ちしています。
　投稿の方法もハガキ、ＦＡＸ、電子メールなど何でも結構です。「みんなの広場コーナー」と標記のうえ、住所・氏名・年齢・電話番号（匿
名希望の場合はその旨）を記載して�８５４－８６０１　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）までお願いします。なお、趣旨を変えない範囲の加
筆・省略等の修正をする場合があります。掲載させていただいた作品の応募者には、図書券を差し上げます。

■材料（８個分）■
　道明寺粉…………１５０ｇ　砂糖………………５０ｇ
　水……… ４／５カップ　食紅………………少々
　あん………………１６０ｇ　砂糖水……………適量
　桜の葉の塩漬……８枚

■作り方■
①道明寺粉は目の細かいザルに入れ、水につけて振
り洗いし、水気をきる。

②固く絞ったぬれふきんを敷いた蒸し床に①を広げ、
蒸気の上がった蒸し器で強火で２０分蒸す。
③鍋に分量の砂糖・水を入れ、ひと煮立ちさせ、少
量の水で溶いた食紅を入れる。

④ボールに②の道明寺粉を入れ、熱い③を注ぎ、木
杓子で混ぜ合わせ、ふたをして１０～１５分蒸らす。

⑤④を８等分にし、砂糖水をつけた手に生地をのせ
て広げ、あんをおいて包み、桜の葉ではさむ。

■今回は小野島町のＭ・Ｎさん
　　　　　　　　　　  のレシピ紹介！■

現
在
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
様
子

「
給
食
時
間
は
い
つ
も
に
ぎ
や
か
。
今
日
も

残
さ
ず
い
た
だ
き
ま
〜
す
！
」

　

全
児
童
と
教
職
員
が
一
緒
に
食
事
を
し
て
い

る
大
草
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
。
同
小
は
、
最

近
注
目
さ
れ
て
い
る
「
食
育
（
食
に
関
す
る
教

育
）」
に
、
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
昭
和　

年
に
全
児
童

５３

と
教
職
員
が
講
堂
に
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る

「
食
堂
方
式
」
を
採
用
し
た
こ
と
が
始
め
。
さ

ら
に
誕
生
給
食
会
や
地
区
の
高
齢
者
を
招
い
て

の
給
食
会
な
ど
を
行
い
、
家
庭
と
学
校
と
の
ふ

れ
合
い
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
昭

和　

年
に
は
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大

５７
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
給
食
が
大
好
き
。
給
食
の

と
き
は
全
児
童
が
縦
割
り
に
分
か
れ
た
班
で
高

学
年
が
低
学
年
の
世
話
を
し
、
低
学
年
は
高
学

年
を
お
手
本
に
す
る
と
い
っ
た
関
係
が
自
然
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
こ
の
学
校
の
す

ご
い
と
こ
ろ
は
、
食
べ
残
し
が
な
い
と
い
う
こ

と
。
配
膳
さ
れ
た
分
は
残
さ
ず
食
べ
る
と
い
う

伝
統
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

・
子
ど
も
た
ち
の
声
を
紹
介
！

　
　
「
地
元
の
み
か
ん
が
大
好
き
！
と
っ
て
も

　
　
 
お
い
し
い
で
す
」

　
　
「
先
生
や
み
ん
な
と
食
べ
る
給
食
は
お
い

　
　
 
し
い
し
、
楽
し
い
で
す
！
」



２９ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

　

み
な
さ
ん
は「
川
柳
」を
ご
存
知
で
す
か
？

江
戸
時
代
に 
柄 
井
   

川
柳
が
選
者
と
し
て
活
躍

か
ら 
い

し
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
今

回
の
見
〜
つ
け
た
！
あ
ん
な
人
・
こ
ん
な
人

は
米
寿
記
念
と
し
て
川
柳
集
「
思
い
出
」
を

出
版
さ
れ
た
前
山
五
竜
さ
ん
で
す
。

　

初
め
て
の
川
柳
集
の
出
版
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
川
柳
を
長
年
作
り
続
け
て
き
た

の
で
念
願
が
叶
い
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

タ
イ
ト
ル
を
「
思
い
出
」
と
つ
け
ら
れ
た

理
由
は
？

　

亡
く
し
た
妻
と
娘
に
対
す
る
思
い
で
す
。

苦
労
さ
せ
た
事
な
ど
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

　

川
柳
を
作
り
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
。

　

初
め
は
短
歌
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、

戦
後
の
時
代
背
景
も
あ
り
作
る
内
容
が
深
刻

な
の
に
比
べ
、
川
柳
は
日
常
の
何
気
な
い
事

な
ど
気
楽
な
感
じ
で
作
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

１
つ
の
句
を
作
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

　

あ
ま
り
考
え
す
ぎ
る
と
ダ
メ
で
す
ね
。
例

え
ば
、
就
寝
前
に
枕
元
に
メ
モ
帳
を
用
意
し

て
、
着
想
だ
け
を
書
い
て
お
い
て
、
翌
朝
に

全
体
を
ま
と
め
た
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
川
柳
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
人
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
分
の
身
の
回
り
の
出
来
事
や
な
に
げ
な

い
日
常
な
ど
何
で
も
良
い
の
で
、
日
々
の
暮

ら
し
の
中
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
と
は
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
知

る
勉
強
を
し
て
お
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
ご
予
定
は
？

　

こ
れ
か
ら
は
、
諫
早
弁
を
使
っ
た
川
柳
を

作
り
た
い
で
す
ね
。

　

新
し
い
作
品
も
と
て
も
楽
し
み
な
前
山
さ

ん
に
「
思
い
出
」
か
ら
、
お
気
に
入
り
の
句

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
何
か
言
い
た
げ
な 
瞼 
を
閉
じ
て
や
り

ま
ぶ
た

　

・
お
浄
土
に
妻
を
待
た
せ
た
ま
ま
米
寿

　

・
子
の
墓
で
或
る
日
男
の
子
守
唄

　

・
つ
つ
じ
か
ら
見
れ
ば

　
　

さ
く
ら
の

　
　

慌
て
も
の

　

初
の
川
柳
集
「
思
い
出
」
を
出
版
！

前
山　

五
竜
さ
ん（
立
石
町
）

例
え
ば
…
…

　

〇
あ
な
た
が
撮
影
し
た
み
ん
な
に
紹
介
し
た
い
写
真（
Ｌ
判
）

　

〇
あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
・
ご
自
慢
の
料
理
レ
シ
ピ

　

〇
あ
な
た
が
描
い
た
傑
作
イ
ラ
ス
ト
・
絵（
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
）

　

〇
あ
な
た
が
み
ん
な
に
紹
介
し
た
い
人
・
場
所
や
珍
し
い
モ
ノ
な
ど

　
　

採
用
さ
れ
た
人
に
は
、
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
住
所
・

　
　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
秘
書
広
報
課
ま
で
ど
う
ぞ
！

　
　

た
く
さ
ん
の
応
募
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

※
投
稿
の
あ
て
先

　
　
    �
８
５
４
・
８
６
０
１　

                 　
　

諫
早
市
役
所　

秘
書
広
報
課（
住
所
不
要
）

　下の問題について答えてください。答えのヒントは、紙面の中
にあります。全問正解者の中から、抽選で、毎月５人に図書券を
プレゼント！
　ハガキに答えと住所、氏名、年齢、広報誌へのご意見を書いて、
４月７日�必着で秘書広報課までどうぞ！
（なお、当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきま
す）

　　問題①　新しい諫早市の人口は約何万何千人でしょう？

　　問題②　新しい市長・市議会議員の選挙日は４月何日？

　　問題③　４月中旬～５月中旬にこいのぼり流しが行われる
　　　　　　公園はどこ？

　　問題④　飯盛町にある５００人収容の文化施設の名前は？

　　問題⑤　十一面観音と聖観音を刻んだお坊さんは誰？



３０広報 諫早 ２００５年（平成１７年）４月号

　

今
回
は
、
市
議
会
の
概
要
に
つ
い
て

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
議
会
と
は

　

○
私
た
ち
の
住
む
諫
早
市
を
よ
り
よ
い

ま
ち
に
す
る
た
め
、
市
民
か
ら
選
挙

で
選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
が
一
堂
に

会
し
、
市
長
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

や
教
育
、
福
祉
な
ど
重
要
な
市
政
課

題
を
住
民
に
代
わ
っ
て
論
議
し
、
市

民
の
意
見
や
要
望
を
市
政
に
反
映
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

○
市
議
会
は
「
議
決
機
関
」
ま
た
は「
意

思
決
定
機
関
」
と
呼
ば
れ
、
議
案
な

ど
の
審
議
を
通
し
て
市
民
の
求
め
る

市
政
の
基
本
的
な
方
針
を
決
定
し
、

市
長
を
始
め
と
す
る
「
執
行
機
関
」

は
議
会
の
決
定
に
沿
っ
て
仕
事
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
、両
者
は「
市
政
の

両
輪
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

主
な
権
限

　

◎
市
議
会
に
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て

十
分
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
多
く

の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
決
権

市
の
予
算
や
条
例
な
ど
を
決
定
す
る

権
限

　

検
査
及
び
監
査
請
求
権

市
の
事
務
・
事
業
に
関
す
る
報
告
を

求
め
た
り
書
類
な
ど
を
検
査
す
る
権

限
や
監
査
委
員
に
監
査
を
請
求
で
き

る
権
限

　

意
見
書
提
出
権

県
や
国
な
ど
に
、
市
の
公
益
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
で

き
る
権
限

　

調
査
権

市
の
事
務
・
事
業
に
関
す
る
調
査
を

行
い
、
関
係
人
の
出
席
を
要
求
で
き

る
権
限

　

請
願
の
受
理
権

市
民
の
意
見
を
広
く
反
映
す
る
た
め
、

請
願
を
受
理
し
採
否
を
決
定
す
る
権

限

 

市
民
と
市
議
会

　

○
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、
請
願
・

陳
情
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

○
市
政
の
運
営
に
異
議
が
あ
る
場
合
に

は
、
議
会
の
解
散
な
ど
有
権
者
の
一

定
数
以
上
の
署
名
を
も
っ
て
直
接
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議　
　

員

　

○
議
員
の
定
数
は
法
律
に
よ
っ
て
条
例

で
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

諫
早
市
で
は　

人
で
す
。

３４

議
長
と
副
議
長

議
会
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙
で
議

長
と
副
議
長
を
選
び
ま
す
。
議
長
は
、

会
議
の
運
営
や
秩
序
維
持
に
あ
た
り
、

対
外
的
に
議
会
を
代
表
し
ま
す
。
副

議
長
は
、
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き

や
議
長
が
欠
け
た
と
き
に
代
わ
っ
て

そ
の
職
務
を
行
い
ま
す
。



３１ ２００５年（平成１７年）４月号 広報 諫早

創 刊 号

― 発　行 ―
社会福祉法人

諫早市社会福祉協議会

〒８５４－００４５
諫早市新道町９４８番地
ＴＥＬ ２４－５１００
ＦＡＸ ２４－５１０１

諫早市社会福祉会館（諫早市社会福祉協議会）

新市社会福祉協議会の事務局組織

本　所
常務理事兼事務局長

総 務 課

在宅福祉課

地域福祉課

支　所
在宅福祉班

福祉総務班

在宅福祉班

福祉総務班

在宅福祉班

福祉総務班

在宅福祉班

福祉総務班

在宅福祉班

福祉総務班

多良見支所 支所長
諫早市多良見町化屋１７９７
ＴＥＬ ４３－３５１１

森 山 支 所 支所長
諫早市森山町本村１３００
ＴＥＬ ３６－０８８９

小長井支所 支所長
諫早市小長井町井崎１２７
ＴＥＬ ３４－２９６６

高 来 支 所 支所長
諫早市高来町黒崎３２５
ＴＥＬ ３２－３４６８

飯 盛 支 所 支所長
諫早市飯盛町開１６７７－１
ＴＥＬ ４８－１３００

事業所 上山事業所
諫早市宇都町２９－２
ＴＥＬ ２３－２４８８

　

春
光
う
ら
ら
か
に
花
の
便
り
が
聞
か
れ
る
平
成　

年
３
月
１

１７

日
、
諫
早
市
の
合
併
に
伴
い
一
市
五
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
諫

早
市
、
多
良
見
町
、
森
山
町
、
飯
盛
町
、
高
来
町
、
小
長
井
町
）

が
新
し
く
社
会
福
祉
法
人
諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
織
と
し
て
は
、
諫
早
市
を
本
所
と
し
、
各
５
町
が
支
所
と

な
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
組
織
図
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



　

第
１
回
目
は
、
市
内
で
初
め
て
寺
を
建
立
し
、
仏
教
を
広
め
た
行
基
菩
薩
が
刻
ん
だ
と

い
う
七
観
音
の
お
話
で
す
。

　
 
佐
嘉 
２
代
藩
主
鍋
嶋
光
茂
の
命
を
受
け
て
、家
臣
の
大
木
英
鉄
が
寛
文
５
年（
１
６
６
５

さ

が

年
）に
編
集
し
た
、「 
肥  
前  
古  
跡  
縁 
起
   

」下
巻
の
中
に
あ
る
「

ひ 
ぜ
ん 
こ 
せ
き 
え
ん 
ぎ

 
肥 
の
ひ

 
御  
　
み

   
」
の
項
の
中
に
、「
行

さ
き

基
七
観
音
」の
由
来
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
肥
の
御 

と
は
、
脇
岬
観
世
音

寺
の
こ
と
で
、
最
初
に
「
諫
早

�
�

肥
の
御 

円
通
山
観
世
音
寺
は
…
」
と
の
書
き
出
し
で
す
。

　
「
昔
、
肥
後
の
国 
宇
土 
の

う

と

 
郡 
に
１
つ
の
橋
あ
り
。
こ
の
橋
の
上
よ
り

こ
お
り

 
夜
 々
光
物
飛
来
て
、

よ
な
よ
な

往
来
の
人
を
悩
ま
す
。
こ
の
事
か
く
れ
な
く
て
、
行
基
宇
土
の
郡
に
至
り
給
ひ
、
こ
の
橋

（
橋
げ
た
）を
７
つ
に
切
折
り
海
中
に
流
し
、
菩
薩（
行
基
の
こ
と
）誓
っ
て 
曰 
く
、
こ
の
橋

い
わ

の
光
明
は
大
慈
大
非
の 
結
縁 
と
て
ら
し
、

け
ち
え
ん

 
然 
れ
ば
こ
の
橋
の
木
流
れ
付
し
と
こ
ろ
に
於
て
、

さ
す

一
体
宛
の
観
音
を
作
り
、 
衆 しゅ 
生 
じ
ょ
う 

済 
度
   

の

さ
い 
ど

 
縁 
に
据
奉

え
に
し

    

る
。
と

す
え
た
て
ま
つ

 
宣 
ひ
し
に
、
不
思
議
也
７
つ
の

の
た
ま

木
７
つ
の
浦
々
に
流
れ
付
て
、
浜
の
辺
の 
汀 
に
打
上
た
り
。
菩
薩
浦
々
に
廻
り
、
こ
の
木

な
ぎ
さ

に
て
観
音
を
作
り
給
ふ
。
先
ず
武 
（
竹 

）の
観
音
、
田
由
井（
田
結
）、
湯
江（
和
銅
寺
）、

平
村（
佐
世
保
福
石
）、
岩
戸（
宇
土
の
岩
戸
）、
と
り
か
へ（
有
家
の
堂 

）、
肥
の
御 

（
脇
岬
）の
観
音
是
也
。」

　

湯
江
の
和
銅
寺
は
和
銅
元
年（
７
０
８
年
）、
湯
江 
法
川 
に
流
れ
つ
い
た
木
で
、
行
基
が

の
り
が
わ

十
一
面
観
音（
県
文
化
財
）を
刻
ん
で
本
尊
と
し
た
も
の
で
す
。
時
の 
元 
明
げ
ん   

天
皇
の

み
ょ
う

 
勅 
願

ち
ょ
く
が
ん

   
 
寺 じ

と
し
て
、 
法
川
山
弘
済
院 
和
銅
寺
の

ほ
う
せ
ん
ざ
ん
こ
う
せ
い
い
ん

 
寺 
号
   

を

じ 
ご
う

 
下
賜 
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
年
号
を
も
っ
て
寺

か

し

号
を 
勅
許 
さ
れ
た
の
は
全
国
で
７
寺
で
す
。
南
北
朝
時
代
、
南
朝
方
に
味
方
し
て
、
道
香

ち
ょ
っ
き
ょ

寺
や
善
住
寺
と
共
に 
兵 
火
   

に
焼
け
ま
し
た
が
、
菊
池
武
光
が
貞
治
２
年（
１
３
６
３
年
）に

へ
い 
か

再
興
し
ま
し
た
。
西
郷
時
代
に
入
っ
て
永
禄
２
年（
１
５
５
９
年
）曹
洞
宗
に
改
宗
さ
れ
、

天
祐
寺
の
仲
間
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

田
結
里
の
観
音
寺
は
、
岩
瀬
の
浦（
田
結
湾
）に
流
れ
つ
い
た
１
本
で
、
行
基
が
刻
み
上

げ
た 
聖 
観
音

し
ょ
う    

（
町
文
化
財
）を
本
尊
と
し
て
い
て
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
幾
多
の
伝
説
を
残
し

か
ん
の
ん

て
い
ま
す
。「 
神 
亀
じ
ん   

年
中（
７
２
４
〜
７
２
９
年
）の
８
月
１
日
の
夜
、
突
然
大
津
波
に
襲

き

わ
れ
、
よ
う
や
く
に
逃
げ
の
び
た
村
人
た
ち
は
、
田
畑
も
家
も
流
失
し
た
も
の
と 
悲 
嘆
   

に

ひ 
た
ん

く
れ
て
い
た
。
一
夜
明
け
て
朝
の
光
の
中
で
見
た
里
の 
田
圃 
に
、
一
同
歓
喜
し
て
走
り

た
ん
ぼ

寄
っ
た
。
も
と
ど
お
り
の
稲
が
、
豊
年
と
ば
か
り
に
無
事
に 
頭 
を

こ
う
べ

 
垂 
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た

よ
く
見
る
と
何
株
ず
つ
か
の
稲
を
束
ね
て
、
青
竹
で
し
っ
か
り
と
結
び
支
え
て
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
人
々
は
観
音
様
の
霊
験
と
喜
び
合
っ
て
感
謝
し
た
。
以
来
、
岩
瀬
の
浦
を
田
結

村
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。
観
音
堂
も
そ
れ
ま
で
木
場
名 
補 
伽
   

に
あ
っ
た
の
を
里
の
現
在
地

ほ 
と
ぎ

に
移
し
、
名
称
も
田
結
山
円
通
護
国
寺
と
改
め
た
と
い
う
。」
こ
こ
も
現
在
は
曹
洞
禅
寺

で
す
。

　

本
明
町
の
平
松
神
社
創
建
も
同
時
代（
和
銅
元
年
）と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

諫
早
史
談
会　

山
口　

八
郎

聖観音（田結山観音寺）

十一面観音（和銅寺）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.isahaya.nagasaki.jp/

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

isahaya@
city.isahaya.nagasaki.jp

■
編
集
・
発
行　

諫
早
市
役
所　

秘
書
広
報
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（開帳されるのは５０年に一度のみ）




